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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質共役受容体スーパーファミリーに属する候補味覚受容体ファミリーのメンバーをコードし、舌および口蓋上皮の味覚受容体細胞に特異的に発現する。このイントロンを含まない味覚受容体遺伝子は、苦味受容体として機能する7回膜貫通型受容体タンパク質をコードしている。この遺伝子は、苦味化合物である6-n-プロピル-2-チオウラシルの検知を制御する遺伝子座（PROP）の位置である染色体5p15にマッピングされている。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：苦味の知覚に関与する可能性のある受容体であり、ガストデューシンと関連している。消化管内容物の化学組成を感知する役割を果たす可能性がある。この受容体の活性は、αガストデューシンを刺激し、PLC-β-2の活性化を媒介し、TRPM5のゲーティングにつながる可能性がある。,その他：ほとんどの味覚細胞は、限られた数の苦味化合物によって活性化される可能性がある。個々の味覚細胞は、苦味刺激を区別することができる。,類似性：Gタンパク質共役受容体T2Rファミリーに属する。,組織特異性：舌および口蓋上皮の味覚受容体細胞のサブセットで発現し、ガストデューシン陽性細胞にのみ発現する。,
	研究分野
	味覚伝達;
	画像データ
	

	TAS2R1抗体を用いたMCF-7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TAS2R1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

